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ねらい 食m油と水酸化）ヒトI) >)ムを戸応
さ•けるし―とによってセッケンがてミるここ
を体唸ご廿ることにより、 f翌にな•っだ貪
月油0)活用方広を庄解させ、 R悠環境を愛
謡しようしする気闘ちを高めろC

1 も 基本的な方法
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(1)やし油20 gを量り、 アルコ ールl IJn泌を加えて、

か反応しで、 セッケ

シとグリじリンがて

且ICくらいのぢ湯で温めるc

0アルコ ールを)]日えるのは、 泊胆とアルカリとを

(3)約;1()分i鳳的か：こ）JIJ熱して、

C〕ケンiGとは

油脂とアルカ1)

ところ送J

(4)ヒ ーカ�ー ＇こ移して、 熱する。
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あけ、 ア）レコ ー ルの臭

いがなくなるまで熱す

る。

『ー）吹きこぼ紅ないように

注意するC

（口）液にアルコ ー ルが多か

ったり、 加熱が強すぎ

を作り、

/, ―/ jし，0-

たりずると、アルコ ー ］レ

蒸気に引火ずるので江

意する。

gを溶かす5)記和食塩水［水1ふCl叫に

2等分しておく。 一方を温めて記く。

(2)'.20%水酸化十トリウ

て混せる。

て ｝ よく『辰？
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水酸化ヅトリ？

3りgを求22誡

：こ沼かす。（こり

時、 発訊すろので

こ意丁る。）
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(6)ケン化か唸わ？こi役を熱しだ

分間叫聾しだ没

サる。

して、 セ］
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/塩析され
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(7)セッケンを冷たい飽和食塩水の中に入れて、 よ

くかき混ぜる。

三よくかぎ混ぜ
て、 かたまり

をつぶす

冷たい飽相

食塩水

(8)食塩水を切り、 水を加えて軽く洗った後に水を

切る。
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加える

(9)布でこして脱水し、 セッケンを弱火で溶かす。
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Oセッケンは、 白色のワセリン状になる。

(10)香料を入れ、 型に流して冷やす。
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2 • 食用廃油を使って、 プリンセッケンを作る

［準備物］

•空缶（鉄製、 容積18 Q程度）

• 水酸化ナトリウム ・太めの木の棒

• こし布 ・食塩 ・ l Qカップ

• お湯（ポットに入れておくとよい）

(1)缶の中に水3 Qを入れ、 さらに水酸化ナトリウ

ム400gを入れて棒でかき回し、 よく溶かす。

O入れる水の量は使用

する廃油の3倍が必

要であるが、サラダ油

の場合は、 アルカリ

溶液の濃度が薄くな

いと反応しないので

6 Qの水を入れる。）

(2)溶液が沸騰したら、 火を弱火にし、 油2 Qを入

れて、 よくかき混ぜ

る。

O油と溶液が反応して

白く濁り、 ドロドロ

の溶液に変化したら

強火にする。

Oいくらかき混ぜても、 表面に透明の油が浮いて

見える時は、 熱湯を少しずつ注ぎながら、 不透

明溶液になるまで加減する。

(3)火力を調節しながら、 吹きこぼさないように約

2 時間煮る。

0中の物質は、 時間の経過と ともに半透明に変

わっていく。 全部透明になったら終了である。

(4)火からおろし、 棒でかき回しながら冷まし、 浮

かんでいるセッケンを底に沈める。

(5)セッケンだけを別の容器にとり、 残液を捨てる

O残液は、 水を流しながら薄めて流す。

(6)セッケンを再び缶に入れ、 70"'--'90℃のお湯3 Q 

を入れて、 棒

でかき混ぜる。

0かなり硬い茶色の

溶液になる。
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(7)食塩を1じのカップに1. 5杯入れてかき混ぜる。

O粘り気がとれるとともに、黄色いセッケンが浮

かんでくる。

(8)布でこし、黄色のセッケンを取り出す。

O廃液は、茶色くて、

塩辛いが、水道水

を流しながらその

まま捨てる。

(9)缶の中をよく洗って、黄色のセッケンを入れ、

全体で3 Qくらいの水を入れて練ると、プリン

セッケンが出来上がる。

①初めに 1じの水を入れ、棒（又は手）で水を含

ませながら練る。

（色が白っぽく

なって、少し固

まってくる。）

②更に水lじを入れて、手でよく練る。

0加えた水は、セ

ッケンに吸わせ

る。

0水が全部吸われ

ても練り続ける

と、硬い透明なセッケンになる。

③残りの水l Qを加え練り続ける。

Oこの時、漏度が高いとプリンセッケンにならな

いので、冷ます必要がある。

Oよく練ることが、良いセッケンを作るコツであ

るが、硬さは、水加減で決まるので、加える水

の量は調節するとよい。

3 。 プリンセッケン

この方法は、失敗のない方法ですが、最初に

熱湯をl Q入れた段階で、トロ ーリと、とろみ

が出るようにすることが改イントです。

。空缶(18じ） 。太い木の棒（混ぜるのに

使う） 。食用廃油 。残りご飯（茶碗l

杯） 。水酸化ナトリウム公25 g 

。熱湯6 Q ( 1じは最初に使用）
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(1)食用廃油1.3じとご飯、水酸化ナトリウムを缶の

中に入れて、弥火で加熱する。

〇食用廃油は、あらかじめこしておく。

(2)底の方から、ていねいに混ぜ続ける。

0 5"'--'10分たって油が

あたたまってきたら、

少しずつ熱湯を入れる。

（最初の 1 Qは、カップ

半分ずつ入れ、反応が

おさまったら、次の熱

湯をいれるようにする。 ）

Oこの時、激しく反応して蒸気が出るので、吸わ

ないように注意する。また、室内で実施する場

合は換気に注意する。

(3)混ぜ続けながら残りの熱湯を入れ、全部で1時

間くらいで終了できるようにする。

0加熱温度が高いと黒っぼいセッケンになり、低

いとあめ色のセッケンができるが、洗浄力には

差がない。 
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